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ってることは同じなんですけど、結局ただそれ

だけに大変厳しいというか、難しい状況なんだ

ということは一致してるわけです、考えとして

は非常に難しいと。何をやるか、どういうふう

にやるかもすごく今難しい、そういう時代だと

いうことで申し上げてるんです。だから、それ

だけにいろんなことやるにもすごく慎重に検討

しなきゃいけない部分もあってということを私

は申し上げてるわけでして、全て何もやらない

でとにかくやれねんだという姿勢でいったら全

くだめなのはそのとおりですから、しかし、そ

の中でも集中して何をやるかということを結論

づけるのにすごく議論が要って大変だと、難し

いと、先を見ながらやらなきゃいけないという、

そういう時代だということをやっぱり私どもは

考えながら、いろんな立場でこれから検討して

いかなきゃいけないんじゃないかということを

申し上げてるわけでして、ぜひこれは第５次総

合計画が出ましたら、またいろんな面で議論さ

せていただきたいというふうに思います。 

 それを申し上げながら、以上で質問を終わり

たいと思います。ありがとうございました。 
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○小関勝助議長 次に、順位９番、議席番号６番、

竹田博一議員。 

  （６番竹田博一議員登壇） 

○６番 竹田博一議員 よろしくお願いします。 

 ６月定例会に当たりまして、通告しておりま

す２件についてご質問申し上げたいというふう

に思います。 

 最初に、これからの観光振興計画についてお

伺いします。 

 ４月のさくらまつり、黒獅子まつり、そして

白つつじまつり、そして、もうすぐあやめまつ

りが開園いたします。そして、牛肉まつり、水

まつり、長井おどり、はぎまつりなどなど、お

祭りは長井市にとって重要な観光であります。

祭りやイベントが成功するか否かで観光の価値

も大きく変わります。 

 さて、平成25年度から平成34年度までの10年

間の長井市観光振興計画が出されました。本市

も平成21年に人口３万人を割って以来、人口減

少に歯どめがかからず、地域経済の低迷の心配

が現実的になってまいりました。少子高齢化、

そして長井ダム完成による職員の撤退、東芝ラ

イテックの長井市からの撤退により、ますます

人口減に拍車がかかりました。今まで東芝ライ

テックで仕事をしていた人は、生活のために年

老いた家族を残し、夫婦子供ともども、鹿沼工

場に勤めるため離れなければならないことの現

状を思うとき、断腸の思いではなかったのかと

思うと、お気の毒の何物でもありません。 

 観光振興計画の基本方針は、市民が自慢でき

る観光まちづくりとあり、経済効果に12億円増、

観光客数20万人増、そして主たるターゲットは

中高年や子供というふうにあります。なぜ若者

をターゲットから外したのか理解できません。

観光は年寄りから子供まで万民を対象にしなけ

ればならないと思いますが、どうですか。これ

からの10年間、これまでとどう変わっていく計

画なのかお伺いします。 

 次に、観光施設の充実とともにＰＲが重要で

はないかについてお伺いします。 

 言うまでもなく、観光産業で大切なことは、

お客様においでいただき、食事をとってもらっ

たり、お土産を買ってもらったり、宿泊をして

もらったりすることであります。そして、よか

ったのでまた来年も来ようと印象づけることに

尽きると思います。長井の観光を知ってもらう

ためのＰＲの取り組みについてネット情報発信

等がありますが、いま一つ不十分な気がします。

お客様においでいただくための取り組みを具体
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的にお伺いします。 

 また、観光施設の老朽化、とりわけあやめ会

館については、点検の必要があると思います。

お客様へのおもてなしなどからも大変重要なこ

とだと思いますが、そのお考えをお伺いします。 

 次に、長井市独自のマスコットキャラクター

をつくり、祭りやイベントを盛り上げてはどう

かについてお伺いします。 

 今、全国的にご当地キャラとかゆるキャラで

イベント、祭り、各種のキャンペーン、地域お

こし、各名産品の紹介などのような地域全般の

情報ＰＲなどにマスコットキャラクターが大活

躍しています。 

 ゆるキャラ３カ条として、郷土愛に満ちあふ

れた強いメッセージ性があること、立ち居振る

舞いが不安定かつユニークであること、愛すべ

き緩さを持ち合わせていること。長井市でも商

工会議所が馬肉からヒントを用いてバーニッ

ク・ナガイで活躍しています。ほかの自治体で

は、米沢市のかねたん、山形市のはながたベニ

ちゃん、寒河江市のチェリン、東根のタントく

ん、朝日町の桃色ウサヒなどなど、いろんなゆ

るキャラがあります。何といっても祭りやイベ

ントにはお客様が大勢参加することは不可欠で

あり、特に子供はゆるキャラに興味を示してく

れると思います。子供が参加することで大人も

参加してくれるでしょう。 

 長井市でも広く募集をしてマスコットキャラ

クターをつくり、小さな子供たちのアイドルに

成長させ、祭りやイベントを盛り上げるべきだ

と思いますが、ご所見を伺います。 

 次に、土曜授業についてお伺いします。 

 ゆとり教育とは、日本において知識重視型の

教育方針を詰め込み教育であるとして、学習時

間と内容を減らし、経験重視型の教育方針をも

ってゆとりある学校を目指した教育のこととあ

ります。ゆとり教育は、その目的が達せられた

かどうかが検証できない状態の中で、詰め込み

教育に反対していた日教組や教育者、経済界な

どの有識者などから支持されていた一方で、そ

れを原因として生徒の学力が低下していると指

摘され、批判されるようになりました。 

 学校週５日制の導入は、家庭や地域社会での

生活時間を高め、主体的に使える時間をふやし、

ゆとりの中で学校、家庭、地域社会が相互に連

携しつつ、子供たちに社会体験や自然体験など

を通じて、みずから学び、みずから考える力や

豊かな人間性、たくましく生きるための健康や

体力などの生きる力を育むとあります。 

 平成４年から段階的に実施され、平成14年に

は毎月全ての土曜日が休日となる完全実施とな

りました。その結果、賛否両論の中、土曜授業

の問題が高まってきました。ネットで調べたこ

とを紹介しますと、横浜市教育委員会が行った

調査によりますと、保護者の土曜授業について

の意識について、約７割の保護者が土曜授業に

賛成しています。それに対して、教員の７割が

実施しないほうがいいという結果でありました。 

 では、なぜ教員は土曜授業に否定的なのでし

ょうか。土曜授業を実施しないほうがよい理由

も複数回答で尋ねたところ、子供や教員にとっ

て負担になるからが66％を占めました。保護者

でこれを上げたのは30.4％にとどまっています

から、子供より教員自身の負担が大きいことだ

と思います。 

 各自治体で土曜授業を検討、実施しているの

は、新指導要領で授業時間がふやされている中

であっても、平日にふえる負担を何とかしたい

という考えがあると思います。しかし、現実に

はなかなか簡単にできない事情があり、夏休み

や冬休みをさらに削るのか、それとも無理をし

てでも土曜授業をするか、それが現状であると

思います。 

 長井市教育委員会では、今まで土曜授業につ

いての話し合いは行われたことがあるのかお伺

いします。教育委員会としては、実施校の成果



 

―１２４― 

と課題の把握、つまり実施校及び区市町村教育

委員会の訪問による聞き取りを行い、調査する

必要があると思います。そして、本市の小中学

校の保護者への土曜授業についての意識調査が

必要であると思われますが、教育長の考えを伺

います。 

 以上で、壇上からの質問を終わります。ご清

聴ありがとうございました。（拍手） 

○小関勝助議長 内谷重治市長。 

○内谷重治市長 竹田議員のご質問にお答えいた

します。 

 竹田議員から私のほうには、これからの観光

振興についてということで３点ご提言をいただ

きました。 

 １点目の今までとどう変わっていかなければ

ならないかということで、議員のご質問の趣旨

というのは、あやめ公園の入園者も減ってるし、

あやめ会館も古くなってると。また、白つつじ

では雪による被害がなかなか厳しいと、桜でも

その被害など難しい状況にあるので、それらの

改善はもちろんではございますが、今までと違

った取り組みが必要ではないかということでご

ざいます。 

 竹田議員のご指摘のとおり、どういうふうに

変わっていかなきゃいけないかということは、

観光にとって非常に重要なことだと思います。

例えば山形鉄道のほうで観光客を新たに、ここ

３年、４年と誘致してるわけなんですが、やは

り山形鉄道の社長のお話をお聞きしますと、同

じ企画ですとどんどん減ってくると。いわゆる

同じものですとリピーターがあればまた別なん

ですが、リピーターがなかなか難しいそういう

観光資源ですと、当然観光客がどんどん減って

きますよということでありますので、竹田議員

の視点といいますか、それは非常に重要だと思

ってます。 

 これまでの長井市の観光を一言で表現します

と、竹田議員おっしゃったようにお祭り、イベ

ント観光だということだと思っております。そ

こについては、昨年度に策定した観光振興計画

でも、そこからの脱皮が必要だと。もちろんお

祭り、イベントも、これはお祭りとか観光の一

つのハイライトとして重要でありますが、常時

お祭りをやってるわけにはいきませんので、し

たがって、さまざまなそれ以外の魅力アップと

いうことが重要だと思ってます。 

 そんな中で竹田議員からご指摘あったのは、

年間20万人の観光客をふやし、12億円の経済波

及効果を高めていくと、しかし、主たるターゲ

ットというのは中高年と家族、なぜ若者が入っ

てないかということでございますが、これは観

光振興課長のほうからも詳しくあるかと思いま

すけれども、現在、国内旅行の主たる客層とい

うのは、圧倒的に中高年でございます。若い人

たちは、例えば最近ですと山ガールとか、その

前は歴女とか、あと鉄女とか、そういうふうに

一つのテーマごとに若い女性の皆さんが集中し

て大挙して押し寄せたということもありました。

しかし、それでも一部であって、圧倒的にはや

はり50代、60代、70代の中高年の方々が地方の

いろんな観光地、景勝地を訪れているというの

が今の実態であります。 

 したがって、例えば長井の観光のターゲット

を若者向けのターゲットに合わせていろんな取

り組みを行いますと、中高年とか家族連れには

合わないというふうになってしまう。そうしま

すと、非常に不人気なやはり観光地ということ

になってしまうおそれがあります。したがって、

そういう全国的な、特に山形県とか東北の観光

地への統計上などから、中高年と家族というも

のをターゲットにして事業計画を展開する必要

があると、それがまず主たるターゲットだとい

うふうに考えているというふうに思っておりま

す。 

 やはりイベント型観光から何とか通年型観光

へということ、また、一つの点の観光から線、
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面ということ、そして、点から面に移って、ま

たそれだけじゃなくて、そこにストーリーを、

層を重ねるという考え方がこれからの観光では

不可欠であろうと。いわゆる長井の物語を訪れ

た人たちに理解してもらわないとだめだと。た

だ物見だけではだめだと。あるいは、食事もた

だおいしかったねというだけじゃなくて、そこ

にある、なぜこういう郷土料理ができたかとい

う歴史とか地域の人たちの生活、風習、そうい

ったものを感じられる、そういった観光でない

とリピーターは来ないというふうに言われてお

りまして、それらをいろいろ勘案して観光振興

計画はつくっております。 

 ただ、まだまだ実施計画として取りまとめて

いく必要が多々あるというふうに思っておりま

すし、今同時に進めておりますのは、いわゆる

観光プラットホームづくり。ちょっとプラット

ホームづくりというとなかなかわかりにくいか

もしれませんけれども、例えばタスに泊まった

お客様、これビジネスのお客様でも、あるいは

たまたまあやめをごらんになって、時間がある

のでじっくり長井を見たいということで長井の

タスに泊まったお客さんがいらっしゃるとしま

すと、そこでタスのほうでただホテルと、ある

いは食事の案内、タスの中のホテルの案内とか

お土産の案内だけではなくて、あやめ公園以外

のいろんな観光施設であったり、非常にぜひこ

れは見ておくべきだとか、ここのお土産はすご

くいいお土産そろっているとか、あと、長井に

来たらぜひ馬肉を食べてほしいとか、そういう

ネットワークをきちんとつくっていこうと。そ

れが簡単に言えばプラットホームづくりであり

ます。 

 したがって、それを行政とか観光協会がお願

いしてつくっていくというんじゃなくて、ぜひ

観光客にお越しいただきたい民間事業者も含め

て、そういった人たちとネットワークをきちっ

と築いていこうという仕組みづくりです。これ

はなかなか言うはやすく行うはかたしで難しい

部分がありますんで、こういったところをこれ

から長井の観光を変えていくために努力して構

築してまいりたいと思ってます。 

 ２点目の観光施設の充実とともにＰＲが重要

ではないかということですが、これも竹田議員

がおっしゃるとおりでございます。ＰＲがない

とやっぱり観光客は知らないわけですから、こ

れは非常に重要でありますけれども、一方で例

えば私ども市のレベルでの観光といいますと、

全国の自治体というのは1,700ぐらいあるわけ

です、そこに都道府県も入るわけですから。そ

うしますと、そういったところが同じようにＰ

Ｒしてるわけですから、どういうふうにして話

題づくりをするかということであります。手っ

取り早いのは、例えばテレビのＣＭをつくった

りとか、あるいは番組制作をして、１回２回流

しただけではだめですから、いろんなところで、

例えば今、あやめの時期でしたら、かつてやっ

てましたように仙台とか新潟とか福島とか、そ

ういったところにテレビ放送局のスポットＣＭ

を時間を買いまして繰り返し繰り返し流すとか、

あるいはキャンペーンとして、昔は仙台のほう

に長井おどりの先生方が大挙して行って、駅前

で踊って長井おどりと同時にあやめをＰＲして

きたとか、そういうことがございました。また、

キャラバンといいまして、観光協会の職員と市

の職員が主に東北の各県の放送局とか新聞社を

回らせていただいて、ぜひ取り上げていただき

たいということでご協力いただいたりとか、そ

ういったことをやってきたわけですが、こうい

った全体的なパブリシティーといいますか、そ

ういう考え方が残念ながら行政では非常に難し

いのかなと、そんなことで、これはその次のゆ

るキャラにもつながってまいりますが、民間の

広告代理店とか、そういったところと連携しな

がら、何でしょうかね、プロモーション活動を

行っていくということがやはり正面からのＰＲ
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だと思ってます。 

 しかし、私どもみたいにそういったお金を十

分用意できないところについては、知恵と市民

の皆様のご協力であらゆる取り組みをやっぱり

やっていかなきゃいけないと思ってます。今は

こういうネットの時代ですから、以前から長井

でもホームページ、観光協会は力入れておりま

すし、長井市もいろんな形でどこからでも観光

が入れるようになっておりますし、あとフェイ

スブックもその実現に向けて今努力しておりま

すので、今年度中にフェイスブックなどでも発

信できるような体制ができるかと思いますが、

そういったネットを使った口コミでのＰＲ等々

も頑張っていかなきゃいけないと思います。 

 最後に、長井市のマスコットキャラクターで

祭りやイベントを盛り上げてはどうかというご

提言であります。 

 そのとおりで、長井市でも何かそういったマ

スコットキャラというものが必要だと思います

が、やはり年間通じて長井に来ていただくとい

う素材がなかなか難しいと。ですから、商工会

議所でやっているバーニックなんかは実はいい

んじゃないかと思ってます。例えばあやめのあ

やめんごという北中のほうで子供たちが提案し

てもらったものなどありますが、ああいうマス

コットを例えばキャラクターとしてつくったと

しても、これはあやめの時期だけで、あやめが

常時見られるわけじゃないのでなかなか弱いの

かなと、そういうふうに思ってます。バーニッ

ク・ナガイということでＰＲがことしも８月29

日、馬肉の日にＰＲが計画されてるというふう

にお伺いしてますし、３年前には観光協会が長

井北中学校との一緒になって黒獅子をモチーフ

にした、ししまいくんとししまいこちゃんとい

うキャラクターも誕生させておりますので、せ

っかくそういうふうに子供たちが提案いただい

てるので、これをぜひつくってみるということ

などもぜひ研究して、私どもはどちらかという

と手づくりで頑張っていこうかなというふうに

思っておるところでございます。 

 詳細については、観光振興課長から答弁いた

させます。 

 以上です。 

○小関勝助議長 加藤芳秀教育長。 

○加藤芳秀教育長 土曜日授業について、教育委

員会で今まで話し合いが行われたことがあるか

について、竹田博一議員のご質問にお答えいた

します。 

 議員ご指摘のとおり、土曜日を休日として学

校週５日制となったのは、平成14年度の学習指

導要領の完全実施のときからでございました。

生きる力を育成するために、学校教育に偏らず、

家庭、地域に子供を返して豊かな体験を通して

みんなの力で子供を育てようとしたものでござ

いました。長井市ではそのときから土曜ランド

をスタートさせて、地域の方々が知恵を出し合

いながらすばらしい実践を積み上げてきたとこ

ろでございます。各地区公民館を拠点に、豊か

な体験を通して生きる力を確かに育む実践がな

されてきたのじゃないかなというふうに捉えて

おります。 

 ただ、その後10年が経過して、さまざまな課

題も生まれているのも事実でございます。保護

者の勤務形態が都市部とも違って、なかなか土

曜日に休みでないご家庭も多うございます。そ

んなことがあって、実際に学童クラブの希望者

がふえているということもございます。そして

また、当初の狙いどおりに子供の生活体験や自

然体験が本当に豊かになっているのかという面

から見ると、若干ゲームばかりの時間がふえた

りしている例などもあったりして、課題も多い

なというふうに思っております。 

 さらに、昨年度から新しい学習指導要領がス

タートしておりまして、授業時間や、それから

学習内容がふえてきているというのも事実でご

ざいます。結果として平日の日課にゆとりがな
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くなって、補充学習であるとか発展的な学習な

どをする時間の確保もなかなか難しいというの

も課題となっております。 

 長井市の子供の学力の状況は、全国標準学力

検査、ＮＲＴと呼んでおりますけども、その結

果によると、全国平均か、あるいはそれ以上の

学力を身につけておりますけれども、今後もよ

り高い学力の維持向上に力を注いでいきたいと

いうふうに考えております。 

 議員が横浜市の例を引いていただきましたけ

れども、都市部のほうでは東京都を中心に、年

間６回以上の土曜日を授業日にして授業時間を

確保したり、あるいは体験活動を充実させてい

るといった、そういう先進的な取り組みを行っ

ているところがふえてきております。ただ、山

形県とかこちらのほうでそういう例がないとい

うのは、実は課題として法に定められている職

員の勤務時間、週当たり40時間というのがござ

いまして、そういう問題を解決するには代休日

をまとめどりするような方法もあるわけであり

ますが、その代休をいつまでにとらなきゃなん

ないといった、それが県条例で定められており

ますので、夏休みにもしまとめどりするという

ことでありますと条例の改正を待たなければな

らないということがありますし、あと、代替教

員を確保するという方法もあるかと思いますが、

それには莫大な予算を伴うということで、なか

なか市単独で対応し切れない部分もあるんでな

いかなというふうに思っております。これから

県の、あるいは国の動静を見ながら対応が必要

になるんでないかなという、そういうふうに思

っているところであります。 

 議員のほうから教育委員会として問題を積極

的に話し合う必要があるのでないかということ

で、これまではそのようなことで取り上げて、

この問題について絞って話し合った、話題には

出たことはあるんですけども集中して協議した

ということはございませんでしたので、今後先

進地の視察などもぜひさせていただいて、その

上でまた保護者の意識なども、あるいは意見な

ども伺うなどして、ぜひ前向きに検討していき

たいというふうに思っております。 

○小関勝助議長 鈴木広弥観光振興課長。 

○鈴木広弥観光振興課長 竹田議員からのご質問

にお答えさせていただきます。市長から概要に

ついて既に答弁がありましたので、私からは細

かな点についてお答えしたいと思います。 

 まず、１点目の今までとどう変わっていかな

ければいけないかというようなことについては、

観光振興計画の策定委員会でのお話をちょっと

ご紹介させていただきたいと思います。この中

でいろいろご意見をいただいたわけですけども、

その中でも一番際立った意見としましては、イ

ベント開催を長井市ではずっとやってきていた

と。ところが、イベントを開催するだけではだ

めなんだと、やっぱり通年でお客様に来ていた

だくことが一番だよというようなご意見をいた

だいてきました。うちのほうの長井市では、先

ほど議員さんからお話あったように、さくら、

つつじ、あやめ、黒獅子、花火といろんなイベ

ントをやってきて、それを成功させるのがうち

のほうの観光振興課の使命と思ってやってきて

おりましたけれども、それだけではだめですよ

と。お客様に来ていただいて、しかも通年で来

ていただいてまちなかにお金を落としていただ

く仕組みづくりと、それが非常に大切なんだと

いうふうなことで、イベント型の観光を脱皮し

て通年型の観光へと。もちろんイベントも大切

なわけですけども、それを両立していかなけれ

ばいけないよというようなことを委員の方から

教えていただいたと思います。 

 あと、委員の方から強く出された意見としま

しては、まちづくりに関係することで、人材や

組織の面でプラットホームという組織をつくり

なさいと。観光まちづくりプラットホームとい

うのは、各団体、各組織、あるいは個人、観光
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にかかわるいろんな人が一緒になってそれにつ

いて話し合い、そして決定していく場というよ

うなことでございます。そういった場をつくっ

て、これから進んでいかなければいけないよと

いうようなことでございます。これは言うのは

簡単ですけども、先ほど市長からあったように

実行するのはかなり大変なことかと思います。

これについて、今年度から早速取り組んでいき

たいと思っております。 

 あとそれから、主たるターゲットに中高年と

家族というふうなことで、若者が入っていない

んじゃないかというご指摘でございました。こ

れについてなんですが、もちろん委員の人から

も、若者も大事だというような意見を伺ってお

ります。ただ、主たるターゲットというふうに

なりますと、先ほど市長からあったように、現

在の中高年層の影響力というのは非常に大きい

ものがございます。50代以上が全部中高年とい

うようなことで、人口も非常に大きい割合を占

めているわけですし、以前の中高年と今の中高

年の層は元気さが違うというか、行動力が非常

に違うくなってきております。例えばレジャー

白書の2007年の50歳以上の中高年層の観光参加

動向を調べたところ、登山については参加者の

59.8％が中高年、国内旅行では参加者の50.5％

が中高年、催し物、博覧会につきましては

53.8％が中高年というような結果が出ておりま

す。中高年の方につきましては確かに時間的に

も経済的にも余裕が出る年代でございますので、

そういった点で中高年を無視してはいけないと

いうようなことで、あえて主たるターゲットと

して中高年というようなことが載っております。 

 あと、２点目の観光施設の充実とともにＰＲ

が重要ではないかということでございます。こ

れはごもっともなことでございます。 

 ことしの４月から、観光専門のポータルサイ

トを立ち上げまして、現在そのアクセス数です

けれども、４月からのトータルで約18万件とな

っております。このポータルサイトにつきまし

ては、いろんなところとリンクを張って、利用

者が観光情報を得やすいように工夫していきた

いと思っております。 

 以上でございます。 

○小関勝助議長 ６番、竹田博一議員。 

○６番 竹田博一議員 それぞれの答弁、ありが

とうございました。 

 観光振興課長にお伺いしますけども、平成９

年から15年間であやめ公園の入場者が５分の１

になったというふうに書いてありました。５分

の１と一言に言うけんども、かなり人も大変な

激減だなというふうに思います。私が小さいこ

ろ、あやめ公園に行ったころは人だらけで、も

っともあのころはサーカスとか、それから何か

見せ物みたいな、今はちょっと見せてはいけな

いような見せ物があったんです。かなり人混み

で、ぞろぞろぞろぞろと歩くにも大変だったよ

うな子供のころ思い出があります。今は全くそ

ういうことがなくなってしまって、あやめ見る

人は大変いいように見られるんですけども、何

となく寂しい感じがいたします。 

 今、観光はそのときばかりじゃだめだと、通

年型の観光じゃなきゃだめだというようなお話

でありましたけども、例えば通年型の観光とい

いますとどんなものがあるか教えてください。 

○小関勝助議長 鈴木広弥観光振興課長。 

○鈴木広弥観光振興課長 お答えします。 

 通年型の観光としましては、一番わかりやす

いのがまち歩きかなと思っております。つまり、

例えば長井駅から始まる歩くコースを用意しま

して、それに皆さん参加してくださいって募集

します。集まってきていただいた皆様について

ガイドさんを通じて、例えばあやめ公園を歩い

たらばその後、丸大扇屋さんに寄って、長沼彫

塑館に寄ってというようなことでの、そこから

ほかの商店にも寄ってということで、まちを歩

いて商店街のところにお金を落としていただく
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というようなこと、そのときだけに限らず通年

でできる催し物というようなことで、いろいろ

今研究しております。この辺でよろしいでしょ

うか。 

○小関勝助議長 ６番、竹田博一議員。 

○６番 竹田博一議員 何か趣旨はわかるんです

けど、現実的に本当に通年型で混雑するほどと

いうか、お客さんがいらっしゃるかどうか、甚

だ疑問であります。それよりも、イベントとか

あやめ公園、つつじ公園、いろんなお祭り、お

祭りを盛り上げるほうが手っ取り早いんじゃな

いかというふうに思ったところです。 

 あやめ会館のことをさっき質問しましたけど、

市長にお伺いしますけど、あやめ会館が大分傷

んできまして、あそこで食事をしてくださいっ

ていうのはなかなか気の毒なような、施設老朽

化しています。それで新築あるいは改築などが

必要と思われますが、その際、このたび市長が

言っておられます都市再生整備計画というのに

関連づけられるか否かお伺いします。 

○小関勝助議長 内谷重治市長。 

○内谷重治市長 あやめ会館を都市再生整備計画

の事業として改築、新築するということは、事

業としては成り立つと思います。ただし、あや

め会館というのは今あやめ公園の中ですから、

あそこのあやめ会館をつくることだけで観光交

流客をふやせるかというと、やっぱりちょっと

仕掛けが必要なのかなというふうに思っており

ます。都市再生整備事業よりも、都市公園の長

寿命化計画というのを昨年からことしにかけて

つくっておりまして、その中であやめ公園の改

造と含めてあやめ会館を、これも補助事業で５

割、６割補助でつくれるのではないかというこ

とで今その素案を検討しているところでござい

ます。そういったものでやったほうが、単品と

してやったほうがいいのかなというふうに考え

ているところです。 

○小関勝助議長 ６番、竹田博一議員。 

○６番 竹田博一議員 観光客をお招きするにも、

ぜひきれいなところで食事をしていただいて、

よかったなというような印象を持てるようにお

願いしたいというふうに思います。 

 それから、お祭りにはお酒がつきものだとい

うふうに思います。去年の黒獅子は結構振る舞

い酒というか、酒を何か飲ませたりなんかする

のが結構あったんですが、ことしは余り酒の振

る舞いというか、それがちょっとなかったよう

な気がします。何となくやっぱりお祭りと酒と

いうのは合うんですね。それで、何か物足りな

く感じたわけでございますけど、何か理由があ

ったのか何か、ちょっとわかりませんので教え

てください。 

○小関勝助議長 どなたですか、答弁、わかる人。 

 じゃあ、鈴木広弥観光振興課長。 

○鈴木広弥観光振興課長 特に理由はないかと思

います。今回たまたまそういう結果になったと

いうことだけだと思います。今度のあやめのと

きも、オープニングにつきましても鏡開き予定

して、振る舞い酒をするかと思いますので、ど

うかよろしくお願いしたいと思います。 

○小関勝助議長 ６番、竹田博一議員。 

○６番 竹田博一議員 次に、マスコットキャラ

クター、ゆるキャラについてお伺いしますけど、

やっぱり今はやりですので、そのはやりに乗る

のも一つの手じゃないかというふうに私は思う

ところでありますけども、さっき市長が言いま

したように黒獅子のキャラクターとか、それか

らあやめの花の人形にしたキャラクターとか、

名前とか、それから格好を募集すれば、かなり

いろんなキャラクターが選べると思います。私

はほかの自治体にないものと言えば、やっぱり

黒獅子まつりの黒獅子かレインボー君などがち

ょっと浮かびますが、それは応募していただい

て、かなりいいキャラを見つけることがいいか

なというふうに思います。ぜひ募集をしてくれ

るといいと思いますが、いかがですか。 
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○小関勝助議長 内谷重治市長。 

○内谷重治市長 ちょっと出遅れた感はあるんで

すけども、まずマスコットキャラクターをつく

ってどういうふうにしてまちづくりとか観光振

興に役立てるかというところの趣旨をしっかり

とつくった後で、やっぱり議員がご提案のとお

り、これは公募等々でやっていきたいと。テー

マについては黒獅子がいいのか、あやめがいい

のか、レインボー君がいいのか、バーニックが

いいのか、その辺などもやはりいろいろ検討し

ながら、出遅れてもやっぱりやるべき価値は十

分あるというふうに思いますので、検討してま

いりたいと思います。 

○小関勝助議長 ６番、竹田博一議員。 

○６番 竹田博一議員 ぜひ募集をするようにお

願いしたいというふうに思います。 

 次に、教育長にお伺いします。 

 土曜授業を実施したほうがいいというような

教員の考えを聞きますと、平日の６校時目を土

曜日に持ってくると。そうすると、振り分ける

と子供や教員の平日の負担を減らせるんじゃな

いかというような考えもあるようでございます

が、やるやらないは、まずこれじっくり考えて

いいと思いますけども、東京都の教育委員会の

ほうから調べた結果ですが、１学期に１回とい

うのが55％ぐらいだそうです。主に授業参観日

に土曜授業に用いるというようなことでござい

ますけども、月に１回というのが24％、月に１

回から２回が15％、月に２回というのが３％と

いうことでございまして、でも年を追うごとに

だんだんと土曜授業をする小中学校がふえてい

るというようなことであります。 

 教育委員会としては、実施校の成果と課題の

把握をぜひ訪問による聞き取り調査をしていた

だきたい。そして、何よりも市内の保護者がど

ういう考えなのか、土曜授業に賛成なのか反対

なのか、何％の保護者が賛成なのか、やっぱり

教育委員会としては調べておく必要があるんじ

ゃないかというふうに思います。その点につい

ていかがですか。 

○小関勝助議長 加藤芳秀教育長。 

○加藤芳秀教育長 竹田議員が東京都の例をお示

しいただきましたけども、私もネットのほうで

ちょっと見せていただきますと、特に墨田区教

育委員会あたりが積極的に取り組んでおられて

るようですので、ぜひ一度教育委員の中で見せ

ていただくということの機会をとらせていただ

ければありがたいと思いますし、それから、保

護者の意識についても、全国の抽出調査などの

例もベネッセ等で集めて出されておりまして、

その中では、毎週土曜日してほしいというのが

一番多いんじゃなくて、一番多いのが隔週とか

月２回ぐらいの土曜日授業を希望すると、そう

いった意識が一番高いなというふうに見せてい

ただいたところであります。 

 ただ、長井市の保護者がどうなのかというこ

とは、そこはまだ把握しておらないわけであり

ますので、学校評価で各校では保護者アンケー

トをしておりますので、そういった機会にそう

いった項目なども共通して入れさせていただい

て調査するということが可能かと思いますので、

これから取り組んでまいりたいというふうに思

います。 

○小関勝助議長 ６番、竹田博一議員。 

○６番 竹田博一議員 今度小学校でも英語の授

業というのが始まる、設けているそうでありま

すけど、だんだんと授業時間が、授業時間とい

うか授業する時間が多くなって、平日ではこな

すのが大変だというようなことになると思いま

すので、ぜひさっき教育長がおっしゃったよう

に、月に１回とか２カ月に一遍でもいいですか

ら、やっぱりそういうことをすれば生徒も教員

もお互いに負担をなくすんじゃないかなという

ふうに思います。ぜひ市内の小中学校の保護者

に対しての意識調査をお願いしたいというふう

に思います。 
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 以上で私からの質問を終わります。ありがと

うございました。 

 

 

   散     会 

 

 

○小関勝助議長 本日はこれをもって散会いたし

ます。 

 再開は、明日午前10時といたします。 

 ご協力ありがとうございました。 

 

 

    午後 ２時５３分 散会 




